
トン大学で政治学を教えており,現代共産主義問題の

専門家である｡ (矢野 暢)
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著者 01iverGordonYoung氏は本書の序文によ

ると,バプチイス ト宣教師 H.M.Young氏の子とし

て1927年雲南の山奥に生れ,ラフ族やり族などの間で

父について幼小の時代を送ったという｡ヤング氏の祖

父も宣教師としてビルマ北東部に生活した人で,3代

に亘って山地民族と共に生活しているという｡幼時す

でにり語,シャン語,カチン語,雲南語,ラフ語など

を解したという｡ ビルマとインドで教育を受け,カリ

フォルニアのポリテクニ ック大学で牧畜の研究をして

いる｡現在タイのチェンマイに住んでい･る｡北部タイ

の山地民族を自分自身の未開人への接触と,それらか

ら得た知識によって書いた書物であるという｡近年タ

イ北部の山地小数民族には社会的文化的経済的変化が

劇しく,殆どが焼畑耕作民で短いものは5-6年,長

いものでも,10-15年で移動する外に,チ土ンライ地

方の LahuShi族や,チェンライ,チェンマイ地方

の Haw族のように外部から近年移動し来ったものも

あって,その研究は容易でない｡本書にはこの近年の

動向が示されている点で極めて有益である｡取扱われ

ている民族は,BlueMeo,whiteMeo,Gua-niba

Meo,SkawKaren,P′woKaren,B′ghweKaren,

Taungthu,Akha,Ya°,Lisu,Haw,LahuNyi,

LahuNa,LahuShellleh,LabuShi,KhaHtin,

KhaHaw,KhaMu,Lawa,PhiでongLuang

(Yumbri)の諸族である｡ 個々の民族の記述は, 系

読,住地,人口,言語,宗教,村落,体形,経済,外

部との接触,社会的慣習,村落統治,近来の動向の順

序で書かれている｡人口は全体で217,000というが,

個々の民族の人口など家族数,村の家数,村の数など

から一々推計されている｡又言語についても言語系統

の外に例えば Akba族はロロの影響を受けたチベ ッ

ト･バーマンであるが,ラフ語70%,雲南語25%,ラ

オ ･タイ語25%というように現在の実状が示されてお

る｡唯集団内部の社会構造についての分析は十分には

示されていない｡そして勿論個々の民族について割か

れている貢数も多 くはないので,夫々の民族誌という

訳にも行っていないけれども,外部から之等の民族に

接触しようとするような場合には無二の手引となると

思われる｡多数の写真,8葉の表,6葉の地図も挿入

されていて,楽しく読める書物である｡ (棚瀬嚢爾)
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本書はアヌマン･ラヂ ャトンの3つの論作を集成し

た191頁の小著である｡アヌマン･ラヂ十トン氏には

評者も面会したことがあるが,温厚の碩学で,チュラ

ロンコンの前教授であり,もともとアカデ ミックな教

育を受けたことはない由であるが,タイの民俗,文化

については最も学識高き人として尊敬されている｡三

つの論作というのは や農民の生活0, もタイの民衆仏

教ク,≠出産及び育児に関する習俗クである｡≠農民の

生活Oは1948年の作でタイ語で出版されたもの, ≠出

産及び育児に関する習俗クは1949年に同じくタイ語で

書かれ た もの が, ミシガン大学のタイ語教授である

Dr.WJ.Gedney氏によって1952年から苦心して英

訳されたという｡ やタイの民衆仏教〃はアヌマン･ラ

ヂャトン氏自身が英文で執筆 したもので,タイ研究で

名のある Dr.RobertB.Textorがまとめて出版す

ることをすすめて収録せ られたという｡ ライフ ･サイ

クルの中で結婚や死,或は病気等に対する民間療法な

どが十分取扱われれば,タイの民衆生活のうち重要な

点は皆この書物で了解 しうるわけである｡タイの村落

研究などこの頃では随分出ているが,タイの学者の書

いたもので我々に利用しうるものは極めて少 く,恐ら

く本書はタイ研究者の必読の書とな る もの と思われ

る｡著者,訳者,助言者共に面識を得ている人々の作

った書物というものも珍ら しい の で紹介したのであ

る｡アヌマン･ラヂャトン氏にはこの外 Culturesof

Thailand (Thailand CultureSeries,National

CultureInstitute,Bangkok,1953)という著作も

ある｡ (棚瀬轟爾)

R.A4.Eoentj&raningrat; Some Social

An thropological0bserv&tiorL80n Gotong

Rojong practices im Two Villages of

CentralJava,CornelltJniv.Ith&ca,New

- 83-


